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持続的農村形成におけるコミュニティ活動の役割
一富山県黒部)1扇状地農村の事例-
田林 明
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I はしがき
1960年代からの先進工業留における農業の機械化・合理化にともない，農業生産力は向上したが，
農薬と化学肥料の過剰投入や過耕作・過放牧による土壌侵食などに象徴されるように様々な環境問題
が生じてきた (Clout，1972). Iヨ本の場合は1 J村や大都市から遠隔の地域では，過疎化が急速に進ん
だが，大部分の農業地域では兼業化が浸透し，多くの農業労働力が都市的産業に吸収されていった
(山本ほか， 1987). 農民の経済活動が多様化した結果，共同体的基盤に基づく伝統的な農村社会は
変質していった.従来のように比較的均質な農民が共同で農村の環境や経済的基盤，社会的・文化的
基盤を維持してきた状況はみられなくなった.農村においても借入を王体とする都市的な生活が中心
となってきた.
これらの状況のもとで，生産性の追求や収入と経費を重視する農業から，環境に与える影響度を重
視する農業への転換が，欧米で1980年代から提唱されるようになった.それは自然環境を破壊するこ
となく，食料や繊維の生産のために資源を活用し，長期的に生産者と消費者の必要性を合致させよう
とすることである.すなわち，永続的に環境破壊を低減し，農業生産性を維持し経済的に実行可能
で，農村生活の質を高い水準に保つことができるような状況が模索されるようになってきた.これが
農業の持続的発展，あるいは持続的農業 (SustailiableAgriculture) とよばれるものである.
Pierce (1990) は農業の発展を，環境と調和させながら実現する一方，現在および将来とも食料と
経済の側面で社会的需要を満たすようにすることが，農業の持続的発展であるとしている. Pierce 
(1992) はまた，持続的農業の概念規定にかかわる既存文献を整理し， (1)再生産資源を再生産量
を越える速さで使用しないこと， (2)代替資源の開発の速度を上回るペースで非再生産資源を使用
しないこと， (3)環境の浄化能力以上の汚染物質を放出しないこと，という 3つの原則を示してい
る. 1コlerceらの議論を踏まえ， Brklacichら(1990) は，より具体的に持続的農業を定義している.
それは基本的には(1 )環境の質を保全したり高めたりしながら， (2)生産者の経済的・社会的手iJ
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益をi在保し， (3) -1づ?な食料供給を行うというものである.第]の環境的持続性とは，二!こ壊や水，
空気，その他の自然環境あるいは半自然環境を回復不可能なくらいまで汚染したり破壊したり，枯渇
させたりすることなく 将来にわたって生産能力を継続できるj実業システムをつくることである.第
2の社会的・経済的持続性とは 農業にかかわっている人々に十分な経済的・社会的報酬を与えるこ
とのできる農業システムを構築することであり， さらに第 3の生産的持続性とは非農業人口を維持す
るのに十分な食料を供給できる農業システムの実現である. 130wler (1992) によると，持続的f実業が
成り立つ条件として， 13rkl8cichらが整理した 3つの要素に，行政や一般大衆から公的な資金が得ら
れることと，政策として社会から認知されることの 2つをつけ加えている EcI¥^/81てIsら(1990) によ
ると，持続的農業の概念には 2つの視点があり， ]つは1980年代初めからのもので，生態的基盤に適
合した農業を検討するものであり，第2のものは地球規模での安定したj実業を指すもので，社会的な
かかわりを含めた農業の枝々なiW同百を含む視点である.そして Eclwarclsらは，後者の立場に立って
ilJf究を進めた.
日本で早くから持続的農業に関心をもってきた嘉田良平(1990) は，持続的農業を γ資j付訪湯源H島原ji京;1の再生産
と再手利iリJ)用1有3を1仏一
を{保呆全しつつ一定の生産力とi収jほ又益性を確f保兵呆Lし， しかもより安全な食料生産に寄与しようとする農法の
体系」と定義している.そして持続的農業の具体的な内容として， (1)作付体系の克直し， (2)総
合的防除の推進， (3) 土壌と水の保全のための耕作方法の見直し， (4)糞尿その他の有機物および
緑肥作物のさらなる利用， (5)耕種と畜産の複合化などを主なものとして取り上げ、ている.嘉自ら
によって強調された持続的農業は，農業生産と自然環境の関係に力点がおかれ，いかに自然環境に負
荷を与えないような農業技術を確立するかが主な関心のように思える.極論すれば，農薬や化学肥料
を全く使用しない自然農法や有機農法こそが持続的農業であるという主張のようである.このよう
に， 日本ではすでに述べた Edwardsらの第 1の視点を強調し， 13rklacichやBowlerらの定義に比べ
て狭義の意味で、持続的農業という言葉が使われ始めた.そして現在ではその内容をより適切に表現す
るものとして，環境保全型農業という呼び名が一般に普及している.この環境保全型農業は，農林水
産省の見解に示されるように 持続的農業の一部と解釈するべきであろう.
ところで，農林水産省は環境保全型農業を γ生態系の物質循環などを活かし，生産性向上を図りつ
つ環境への負荷を軽減した持続可能な農業J と農法iに力点をおいて定義している.桜井停治
(1996) や農林中金総合研究所 (1996) の主張も，主として有機肥料や減農薬，連作障害，地力維
持，環境資源保全，水資源保全，食品安全性，食料供給など，農法的特徴と安全な食料の確保という
視点で環境保全型農業あるいは持続的農業を捉えている.具体的な環境保全型技術としては，土づく
りや施)j~， r坊!徐，作付体系， リサイクルなどがあげられ，それらの技術を体系化すること，成熟させ
ること，社会的ニーズへ対応させること，地域的多様性をもたせることが必要とされている.そして
経営類型の例として，平坦地・集落営農型・稲作経営と準高冷地・施設型・野菜経営，地域汎用・生
物i坊!徐型・果樹経営，傾斜地・負荷計測型・茶経営，中山間地・耕種・畜産・地域複合経営などがあ
げられている(絞)1.小室， 1998). 
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このような農業技術中心の視点での研究とともに，より総合的な視点で持続的農業を考える機運が
最近生まれている.それは1992年にブラジルで開催された地球環境サミ y トで，持続的発展のために
は生態的のみならず経済的にも社会的にも持続可能である必要が強調されたことが 1つのきっかけに
なった.すなわち単に技術菌で環境部和型であるだけでは不十分で，社会IY0・経済的条件をいかに設
えるかが環境保全型農業の定着にとって重要であるとみなされるようになった(嘉出， 1998). 1998 
年度の農林水産省の年次報告書にも1"我が|歪農業の持続的な発展の追求j として，多様な担い手の
育成・1i{ii保と彼らの農村生活の維持・活性化，生活環境の改善などが重視されるようになってきたこ
とが示されている(農林水産省， 1999). 
水1時一雄(1995，1996， 1999) は，環境保全型農業を「それぞれの農業・農村地域の営農条件を考慮
しながら，減農薬・減化学肥料なとごの低投入農業から無農薬・無化学肥料による農業，そして有機Jj~
料まで，多種多様な農業形態、を併存させて推進すること」と捉え，特別栽培米制度を中心に環境保全
型農業の形成と性格，そして発展の地域的条件について分析してきた. しかし彼はまた，カリフォル
ニア州でのオーガニック農業の観察を通して1"現状の農業に技術的改良を加えながら持続的農業を
発展させるという視点だけでなく 中・小規模の家族農家の支援や これらの農家の生活するコミュ
ニティの維持，都市発展によって減少する農地と自然資源の保護など，悪化しつつある農業・農村コ
ミュニティのあらゆる環境を，どのように解決しながら持続可能なシステムを確立していくかj とい
う，より包括的な研究方向を提案している(水嶋， 1998). 
すでにみたように持続的農業あるいは農業の持続的発展について活発に議論されているが，近年で
は農業を行う場所，すなわち農村地域全体の持続性が西ヨーロッパや北アメリカのみならず日本でも
問題にされるようになってきた.特に日本では出来の村落共同体が崩壊することによって，入期的な
結びつきが極めて希薄になってきているが，この人間的なつながり，すなわちコミュニティの活動の
弱体化は，場所によっては環境問題以上に深刻になっている.これらをいかに解決し，活力のある農
村を再構築するかが大きな問題となっている.
祖国 修と大原輿太郎(1994) は現代の農村の分析を通して，過疎化によるコミュニティの弱体
化， I日来の自然管埋システムの喪失による災害の多発と修復の困難，優良な農業労働者の流失，農業
従事者の高齢化，家族の分散と高齢者世帯の増加，嫁不足などの問題が生じていることを指捕した.
さらに農村社会は近代科学技術の発展と経済の高度成長によって多くの患恵を受けたが，他方で人と
自然，人と人，町と村の望ましい結びつきを絶たれたとしている.そして持続的農業の展開や効率的
な農業の形成，農業の担い手の確保などが現在の重要な課題となっているが，その前に定住可能で活
気のある持続的農村地域が形成されなければならないという結論に達した.これを祖田ほか (1996)
は，具体的事例で検討-した.植田らの問題意識は，農業活性化によって地域が活性化し得るという面
よりも，むしろ地域全体の経済的・文化的活性化によって農業の活性化が可能になるということであ
る.農村の持続的発展のために，経済と生態環境，生活の 3つの価値を総合的に実現することが必要
であるとされているが なかでも農村住民カ斗:自互のコミュニケーションをもち，社会的・文化的な生
活上の諮欲求を満たすことが重視されている.
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このような視点は 現代の農村システムの持続性を考察するために重要であり，諸外国の最近の文
献でもこのことが強調されている.例えば，カナダのマニトノサ十!における持続的農村地j或の研究を
行ってきた Evel・lt とAnnis(1992) は，特に農村地域の住民の資質について検討し，持続的農村実
現のための目標を17項目に整迎した.これを要約すると，農村の構成員の資質，それらがつくる組織
と指導者，さらに後継者の教育，社会的・経済的・文化的基盤の充実などが，重視されている.
Cu rry-1<oper (J 992) によると，アメリカ合衆国では個人を優先し，コミュニティを除外した土地政
策を強調する文化的伝統が社会に浸透しており，それゆえに他人の自発的な意志と行動が技術的側面
とともに強調されてきた. しかし，3JI在の環j完や農村の1':¥1jill を il~1 人レベルで解決することは極めて i丞1
ij H~で，コミュニテイや社会組織のありかたを改善することが不TIJ- 欠となっている.パキスタンのシム
シヤールの牧畜社会を検討した BUlZ (J996) も 個人的な行動は経済活動も含めて新しい変化を志
向する傾向があるが，農村の伝統的なコミュニテイや組織は変化を阻止する傾向にあり，後者の重視
が環境保全につながっていると主張している.
持続的な社会の実現のためには，経済と環境とともに生活や文化的・社会的側加を重視するという
視点は，諸外国の持続的社会研究においても一般的に主張されていることである (IVluschett，1997). 
1994年カナダ，オンタリオナ1.1 グウェルフ大学では「持続的農村社会を I~I 指して」と題する国際シンポ
ジュウムカf間{崖された(ブライデン， 1998). そこでは， i~パ花nJ j'ìËな農村コミュニティとは r他のコ
ミュニテイにおける再生産を減ずることなしに，経済的，社会的，文化的ならび、に生態的意味で、 I~! ら
を再生産し，発展させる能力をもっコミュニテイ J としている.このセミナーでの中心課題は，持続
性や農村そしてコミュニティについての定義づけ，農業の持続性と農村の発展との関係，持続的農村
と女性と家族そして世帯との関係， 農村の変容と持続性， J農!巽巽引~;村:二守~J打j
や{臼研司耳f究にとつての意i味司床ミ，市民社会や政府が農村の持続性実現にどのようにかかわるかといった多様な
ものであった.なかでも Fullerが提案した持続的農村コミュニティとしてのアリーナ社会は大きな
関心を集めた.南オンタリオでは18-19世紀の入植開拓期に12マイルおきにサービスセンターが配置
され，それを中心に大部分の社会的，経済的，政治的活動が行われた.それは仁!こl心地に活動が集i二|ごiす
る結束力が強く，活動様式が比較的単純な「近距離社会」であった.20世紀においてカナダのノトさな
1可で工業化が進むにつれて r工業化社会J が近距離社会にとってかわった.そこでは白家用車の普
及によって人々の移動性が高ま!)，仕事とi者売，貰い物，社会的活動が広い範囲で、行われるように
なった.住居と仕事の場所が分離し，契約による雇用関係，階層的で権威主義的システム，学歴・能
力主義など，生活全般が工業的様式のもとで組織されるようになった rアリーナ社会J は γ近距離
社会j と f工業化社会J の混合体であり，そこには境界がなく，すべての人々がアリーナ(訴台)で
それぞれの役割を自由に果たす社会である.アリーナ社会は包t白1守で、多様で、あり，複雑で，機動性に
富み，混沌としている.このような社会こそ持続的発展の可能性をもっているというのである.
以上のように持続的農村形成には農村の社会的・文化l~l守基盤の充実が重要であり，その l つの側面
として，この報告では農村のコミュニティ活動に着目する.事例集落として取り上げるのは，富山県
の黒部川扇状地の入善IlT浦1新地区で、ある(写真 1).この集落は右岸地域の爵頂部に位置し(第 1函)， 
写真 1 7;' 1りよ入持IITiiIJl1新地以の11心部 (1999{ド3) J ~îÍ'H:';) 
ilill新j色村の"1央('1;を南北にスーパ一段jHがj迫1)，従来の道路との交万点にfu
りができた. この交iぷ主ι，1点l
た.
盟事例集広
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1111111111設丘E量
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第 1図 黒部)1扇状地の!日ilf道と入者i1I1Jili!l l新地 r><: の f;i~ íì~l: 
(1主j土地理11淀発行 575分の l 地Jf~lll， i~~升宇三郎 (1966) !こより作h文)
33 
3/1 
もともとは対j宇の現在の宇奈月 tl8-浦山地区の一部で、あったが， 1610年(慶長10)の黒部)1の大洪水で、
分離された(入善1IJ史編纂委員会， 1967). 1997年J2月3J日付けの住民基本台帳によると， ?ï~~ J_J新地
1><: の総I1t~出:数は l11 で，人口は483であった. 1995年のj実業センサスによると，農家は84戸であり，そ
のうち 6戸が専業農家であった.この集落では]964年から197J年にかけて県営i習場設備事業が行わ
れ，これを契機に農業と住民の生活は大きく変化した.この集落における近年の農業経営と就業構造
の変化についてはすでに報告したが (Tabayashi，1997; 1王i林， 1999)，まずその主安な点を要約する
ことから的めよう
E 農家の兼業化と営農組合の活動
]]-1 農業経営の単純化
i苗Ij坊主守備事業が実施される前までの?fliiJJ新地区では i蓬淑用水路やj農道は狭小で錯綜していた. I置i
j誌も狭く，イ~m~:JI三なものが多かった(田林， 1974). 一般に古いj実家の耕作地は家屋のj認辺にまと
まっていたが，新しい分家の耕作地は宅地から離れており， しかも分散していることが多かった.
99%以!この耕地が水1として利用されていたが，水稲の裏作として飼料作物やチューリッフ。球根，日号
菜などが栽培されるなど，二毛作が広く行われていた. ?fl~ ilJ新地区では1964年から197J年にかけて実
施されたi呂場整備事業によって，国場区画は30aに拡大され， J芸道や用水路は整備された. トラク
ターや小型トラックが通行できるように，農道の 111~~ は最低で4.5111 とされた.残存していた雑種地や
林地が水lJ3に転換されたために，それぞれのj業家の耕作地が約10%増加した.分散していた耕作地は
集団化された. I厨璽j場揚整{備車結j後j農虞道の室整主{稲弼備i車詣lや幹線月
れ， さらに浦山新地区と対岸の浦山地区を結ぶ新しい橋がかけられた.
黒部)1扇状地における最も重要な農業経営部門は稲作であるが， 1960年以降の大きな変化ij:， I盟場
整備事業によって実現された機械化による稲作の省力化であった.稲作所要時1司が減少したために，
世帯主もその妾も農外就業に就くようになり，農作業は朝日免や土曜.1::1程に行われるようになって
いった.他方では，機械や農薬，化学肥料，除草剤なとごへの支出が増加し，このことが農民の兼業化
を一層助長した.
稲作の変化は，チューリップ球根栽培と酪農の衰退をもたらした?福山新地区におけるチューリッ
プ球根栽培はJ948年に始まり，冬季の余剰労働力を活用することができるものであった. また，球根
の収穫と 111植の 13寺 ~JJが部分的に重なるが，それでも稲作と球根栽培を組み合わせることが可能であっ
た. 1960年代初めまで球根栽培は順調に拡大した(田林， 1994a). ところがチューリップ球根栽培は
1967年から衰iJ3し始め， 1974年には栽培農家は 5戸になり，栽培ID穣は1.48haになった.この浦山新
地区におけるチュー J).:;プ球根栽培の衰退は， I重i場整備事業の完了とともに始まった.題場整備事業
後多くの人々が'垣常的通勤兼業に従事するようになり，その結果多くの農家が球根栽培を中1こした.
1980年まで球根栽培を継続した農家は，わずかに 3戸にすぎなかった. さらに1992年以降はわずか l
戸の農家が球根を栽培しており，この農家は将来ともに球棋栽培を継続する意欲をもっている.
fli山新1並区における酪農は1948年に始められたが， 1960年代にはいって国や県からの補助金を得て
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発展した. 1965年には17戸の農家が4頭から 5頭の乳牛を飼育していた. しかし，そのうち1戸が
1974年までに郎農を中止した.その主要な理由は，農外就業との競合であったが，そのほかに飼料作
物栽培稲積の不足や飼料信]]絡の高騰，営農資金の不足，労働過重などがあげられる. 1990年代になっ
ても的農を継続しているf実家はわずか2戸になってしまった.
Iffil場整備事業以前の ~rliIJI新地区では平均的な農家の経営規模は 1ha余りであったが，その稲作の
所要時間はJ'j:.IM'j約2，000時間であった.このIJ寺i討を 4月から 9月までの稲作期間にこなすためには，
l農家で平均 l自に約1]時間の労働が必要という計算になる.当然のことながら稲作労働は毎日平均
しているわけではないので，少なくても 11.是家で 2人の農業就業者が必要であった.現実に1965年の
浦iJJ新地区では65%の農家において， 2人以上の農業就業者が存在していた. しかしながら，わずか
1 haの水日:1で、は，労働力は余り かっ収入は不足した.そこで 農家によっては日雇労務や出稼に
従事したり，稲作と球根栽培や酪農 その他の作物栽培を組み合わせたりしていた. 197 J年になって
1 haの平均稲作労働時間が91111寺l'b9に減少すると，わずか 1人の農業就業者で十分に稲作を行うこと
ができるようになり，大部分のj是民は農外就業に従事するようになった.稲作所要労働時間はその後
も減少し続け，結果としてチューリップ球根栽培や酪農といった補助経営部門は後退し，農業部門は
稲作のみに限られるようになっていった (13:1林， 1991). 
IJ-2 就業構造の変化
1965年から1975年にかけて電子部品や繊維 既製)jl~ ファスナーの生産を行う小規模や中規模の工
場が，黒部JI扇状地に多く立地するようになった.これらの工場が，農村労働力を吸収していった.
また，この時期の自家用車の急速な普及が，通勤を容易にした. ?~i iJJ新地区における農外就業者は
1967年から1972年までの 5年間に136人から206人に急増した. 20歳代と30歳代の年齢層は恒常的勤務
に従事し， 40歳代以上の年齢層は農繁期に日雇や出稼といった臨時的な農外就業に就いていた.この
5年間に女性の農外就業者は 3倍になり，特に20歳代と30歳代の増加が著しかった.国場整備事業の
完了によって農家の主婦が農作業から解放され，農村地域に新たに進出した小規模な工場に震われる
ようになった.その後の経済の停滞にもかかわらず，基本的な農外就業状況は変わらなかった. 1994 
年の開き取!~によると，農外就業者は男性が128人，女性が105人であり，そのうち恒常的通勤者は男
性が96人，女性は71人であり合計で165人であった. 日雇者は全体で52人となったが，かつでのよう
に土木作業従事者というよりも，スーパーマーケットや公共施設などのパートタイマーなどが多く
なった.
1990年代の新しい傾向としては，非農家が増加していることであり， 1983年の開き取りによると
108戸の総戸数のうちは戸が非農家であったものが， 1994年には総戸数106戸のうち非農家は22戸に
なった.農業センサスをみても，農家の定義が変わったこともあるが， 1990年代になって農家数が著
しく減少している(第 1表).この減少分は，いずれも元農家であり，現在でも農地を所ー有している
が，農作業を全面的に他の農家や営農組合に委託するようになったものである.恒常的勤務が定着
し，農作業に従事する時間的も意欲もなくなった世帯が増加している.関根良平 (1998)が指摘して
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第 1表 ~;;i; 1りiL人汗ITi!lllfJj'Jlili<:における l，1けft業民家と民業就業人1
絵、;史家数 '，1/ Âマγ〈.1131丈~l ~( 
前 1N: 主!¥ 2 {if( 民業jJ;t~t ←ぷi 
~ít業出家 萩 1~民家 人 1 (65ù~UU (65がえ以上)
1970 98 ? '19 47 168 62 (14) 106 (20) 
1975 96 つ 23 71 125 40 (10) 85 (19) 
1980 9/1 4 1 79 97 36 (14) 61 (19) 
1985 91 9 78 93 35 (25) 58 (19) 
1990 91 4 6 81 96 33 (27) 63 (28) 
1995 82 4 74 96 :35 (25) 61 (:34) 
(Jl~.~~七ンサスにより作成)
し1るように， ]970年代に兼業を開始した世代が，機械を活用することによって ここ30年近く j実業を
維持してきたが，彼らが引退するIl寺HJjがやってきたのである. また，恒常的勤務を行いながら農作業
を行うには一連の農業機械の更新が不IlJ欠であるが，現在ではそれらが高官lIiであ f)，減価償却を考え
るととても採算がとれないという理由もある.それでも，恒常的勤務を停年退職し， :sltぴ、農業に復帰
する人々も存在する.農業センサスの民業就業人口によると， 1995年では96人の農業就業者のうち，
61%にあたる59人が65歳以ョi二の高齢者となっている. このような状況に対処するために，浦山新地区
で、は次に述べるような営j支出i合を設立した.
r 3 あらせ野営農組合の活動
1 )あらせ野営農組合の設立
?~~山新地区で、は lfi~場主主{賄事業の完了後， 197J年に富山県と入善Ifj'，入善IlT農業協同組合からの補助
金180万円と農業近代化資金720万円を借り入れ育13~1センターを設置し共同で育苗を行い，集落の水
稲栽培面積のうちの80%以上に当たる約84haにj誌を供給するようになった. しかし，その後偲々の
農家が育苗施設と ElM機をそれぞれ所有するようになったため， ] 980年代中頃には小規模な農家の水
13約30haほどに，苗を供給するようになってしまった. しかし，1990年代になって農業労働力の高
齢化にともない，再び育高施設の利用者が増加し始めた. しかし， ?fi iJJ新地区の育苗施設は25年の年
月を経て老朽化したため， J 996年度の国庫事業として新しい育13施設が建設されることになった.
育苗施設 1 棟と育ï3~î ノ\ウス 24棟がJ997年 3月に建設され(写真 2)，その事業費は7，470751Tj余りで
あった.事業費の40% は I~I ， 10%は埠， 3 %はIlTからのネiI山IjJ金で，10%は組合員からの拠出金，残り
の37%は農業近代化資金を借り入れた.名称もこれまで、の浦LI新育苗組合から「あらせ野営農組合」
に改称した.育13部の組合員は浦山新地区の607=1の農民で，その所有耕地面積は71.68h3である.
] 999年度の実績では， 5J名の組合員のほかに隣接地区の33名に苗を供給した. 3月19日頃から播種の
準備をし， 4月3日からJO日頃までに?番種を行い， 5月の連休に133"を供給するようにしている.この
時期には10名ほどの女性を雇用している.
あらせ野営農組合にはもう 1つ機械部があり，これは総事業費1，97375内の事業費の約30%を県，
15%をIDー からの補助金を得て， トラクター 1台 (53馬力)とi王i椴機 2台(6条植えと 8条植え)，コ
写真2 ~i;\" I1咋入持IJiilr1新地iメー の木稲共I;Jニfiui}jι没(l997 {I'. 3 J J ) 
] 9971: 3 ) J に 1没 ι されたあらせ野常波中)[{i-では JモI~ ，ドiili乙つ?1
楼なと"0σの)1作ノ?乍iド:完業;乏交:~H: を?わ!宇つている (¥先Aιよ}民l;(しノ1〈Jj交i氏u品1泣ぷ以.il泊山;2:汚引2幻) 
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ンパイン 1 台，その他付属部品を;導入することによって設立された.組合員は21 :gj である • ] 99821三に
はオペレーターを雇用し，約10h3の耕起と田植，収穫を請け負った.作業請負の費用は入善IlTの規
定にそっており， 1997年度はO.l h3 当たり耕起で12.800Pl 田植で8.700IJ~ 刈り取りで21.3001Tjであ
り，組合員の場合はその80話であった.作業請負面績は増加傾向にあり， 1999年度は ~~il:起 15ha ， Eltili 
18h3，収穫25h3が見込まれている(写真 3). 
2 )野菜の無人販売
あらせ野営農組合で、は 1997年度の育î~Êï作業の終了後，育îÏÏハウスの一部を利用してソパやサヤイン
ゲンを栽培し，サヤインゲンの大部分は大阪北部市場に出待した.一時期 21沼で3.2001Tjという最i高
値を記録したこともあったが， 700円ほどに下落することもあり，価格の変動が大きいために市場出
荷を断念した.これに代わって，スーパー農道ぞいで露天のサヤインゲンの紫人販売を始めた(写真
4 ) .これに一般の農家が加わり，野菜を出荷するようになった. 1997年度には22人が無入販売に参
加し， 595.277内の販売額があった.
J998年には販売所をあらせの営農組合の費用でつくり，スーパー農道ぞいのコンビニエンスストア
の隣の空地に設置した. 6月から1J月まで38人が無人販売に出荷し， 158万円あまりの販売金額に達
したが，客が実際に代金箱に入れた金額は89% にすぎず，特に 10月にはマナーの悪い客が I~I 立った
(第2表). 野菜の代金は 1点100円と決まっており， 出荷者は与午二前の 71時i寺カか、ら 9fJ時寺までで、のi関埠号;にこ訂i
l販坂売所にととど守け， f俄i結詰5え付付-けのノ一トに出子祷青量を記入することになつている. 毎日区長が集金し， 月末
に各出荷者に出荷金額の90%を支払い， 10%は欠損のために保留することにしている.
出荷者はむつみi室!という養護施設と 6人の男性を除く 3.1名は女性であり，女性のうち50歳代は 1
人， 60歳代は13人で，残りは70~交代以上の高齢者で、ある.男性も 30歳代の l 人をのぞくと 60歳代と 70
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写真 3 詰:iJJ県入善 IIITifll LlJ新地区の水稲ï]~î受け取り風景(J997 i:1三 4 Yl) 
あらせ野育-13組合に水稲市を委託した1.禁家が， I壬!l'症のために前を受け取りに
きている.兼業農家が多いため，ゴールデンウィークがilLL!新地区の11'11立のi詰
盛期である(鬼j京六義氏掲影)
写真4 富山県入善1可浦山新地区の知人販売所(J997i:1ミ8月)
あらせ野営農組合では育I3が終了したビニールハウスで，サヤインゲンを栽
培しそれをスーパ-J.実道沿いで無人販売し始め，これに一般の農家が加わった
(鬼j京六義氏撮影)
歳代で、ある. r習き取りによると，高齢者にとって，この無人販売は(1 )出荷時にイ1]間とコミュニ
ケーションをはかることができること， (2)少量であったり，形が悪かったりして市場に出荷で、き
ない自家栽培の野菜を安く供給することによって消費者に喜んでもらえること， (2)小額であるが
現金収入があること， (3) 出荷作業が運動になり健康保持に役立つこと，などの利点がある.
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第 2表 市11U，~， 入許 IIITiïllll1 新地以における J!l r，人 Wiソピの'夫 k:j'{ (1998{je J主)
)J /1 '1 i¥j' :(;. (人) ，'I，ij'}.'，:t'1. (/.() i坂光詰i(11 J) 入金2手(%)* 
6 14 1.278 12l.410 95.0 
7 28 4.342 406.256 93.5 
8 uつJ‘つJ 4.253 393.689 925 
9 22 1891 165.088 873 
10 15 1.955 152.622 78.0 
1 20 4.111 348.146 84.6 
fi L i 38 17β30 i守587.211 89.0 
*なくなったJi物の金加に対する'だ1:京に支払われた全部
(あらせWHi，・25まl{;-資料ーにより作成)
あらせ野営農組合にはimU-l新地区のすべてのl実家が]1]わっているわけではないが，地区全体の事業
という性格をもっている.それは，野菜の?!f;人販売事業の会計を区長が管理していることや，区長自
身が機械部の責任者を務めていること 営農組合長兼育苗部責任者は元の区長であることにも示され
ている.すなわち，このような事業が実施された背景には， ?m山新地i亙がまとりがよく，活力がある
ことを示している.この地区ではかつて県営問場整備事業が黒部)1扇状地で最も早く実施され，その
後育苗組合が組織され，共同の機械利用も試みられた. また，第 2次世界大戦後まもなく的農や
チュー 1).ノプ球根栽培も熱心に導入されたこともあった.近年では種籾の産地としても知られてお
り，進取の気性にあふれでいる. [苗場整備事業後も地区内での様々なコミュニティ活動が活発で， 、
iLがj!?ミ村の活力あるいは持続性に強く関わっていると考えられる.
亜 コミュニティ活動
思-1 自治組織としての区の活動
まず， ;m山新地区の自治組織とその活動をみることにしよう.浦山新i亙の役員は 2年任期の区長と
2人の高IJ豆長(]人は減反委員長)， 1人の会計ーから構成されている.役員の改選時には各班からの
選考委員が集まり，話し合いで役員候捕が決めら，総会で、承認される.浦U-l新地区には 8つの班があ
るが，班長は 1年交代の輪番flJIとなっている.班長会は毎月行われ，役員と班長が出席する
第 3 表は ;~r山新地区の年開の主要行事である.まず， 1 月 5 日以降の最初jの日曜日に新年松会がl~fJ
かれる.午後 1n寺30分i雲に浦山新公民館に集まって(写真 5) ，前年度の事業報告と決算報告が行わ
れ，新役員が承認され，新年度の事業計額が検討される.世帯主が出席することになっているが，出
席率はおよそ80%ほどである. 2時間ほどで議事は終了し，数えで42歳と61歳のf[年の人を正座にす
えて，新年宴会が行われる. 1月15日は児童クラ7"の行事の左義長で、あるが，区が助成金を出し 25
1設から55歳までの既婚者がつくる徳友会が実質的に運営する.神明社の境内で正月の飾りを燃し， し
るこを子供;遣にふるまう.
2月15日はネ1明社の祭礼で、火祭とi呼ばれる.地区の全戸が氏子となっているが，そのうちの70-80
人が5001司もしくは1.000円の養銭を持参し，神主がお払いをする.祭礼の世話をするのが， 1人の宮
総代長と 4人の宮総代で、あり，宮総代長は地i豆全体で2年に 1I支選ばれ，宮総代は 2つの班で l人，
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第 3表 ;くrI1 J U;~. 入千';'IIITiíIJJIJ 新地 iベの行事 (J998il:.)支)
J IJ (1¥'，111) .fj: 
] J J 11 (11) 新年総会(総会後科í'{f~虫:会)
1511 (本・祭1) 9~!立クラブJô'主 j三
2 J J 1511 (11) 祭礼(火祭)
2211 (11) il，-&.Ji委i1会
2711 (金) 従事出談会
3 FJ1 5 r 1(11) 祭礼(者祭)
2911 (1:1) エザライ
4)J31J (金) 交通安全議門会
1 IJ (:1-.) 花見
5 ]J24 H (11) 1制 i)慰安会(宇奈JJ iMl~lt) 
6 J6 I J (LJ 1[.'日間り
7 1I (11) カンナ植え
7月19I1 (IJ) カンナ平メIJり
26 LI (11) f-W{tlljl!L 1，主制!)
3111 (金) 祭礼 (illftJ~)
8 J J 4 1 (火) :運動会準備委1会
9 IJ (1]) 公民自IiiNJ:l:'，グランド主主計i
1311 (本・抗体み) カラオケk会
1611 (11) jli励会
10H 4 fJ (Li) 思京小学校 iご体育大会
15 Fl (木) 祭礼(秋祭)
11FJ 8 El (11) カンナ芋掘り
12]j 6 FI (日) 公民t!fl市iM・
20 Ll (11) h4~H~~~IJ 
(子!主I1 i!~f芝浦 111 新地Il総会議案:舎により作成)
年齢JI買に担当することになっている. 2 月には地区全体で集i歪!m2~作をするための減反委員会，農業協
同組合の営長指導員を阻む農事座談会がある.
3 月には千Ijll明社の春祭があり，この場合も i互の役員と宮総代，氏子の一部が神社に参l:l~する. さら
にエザライが行われる.これには農家以外も出役し， 8つの斑でそれぞれ分担をきめて，用水路の清
掃を行う.
?rl1山新地区に接する黒部JIの堤防には約140本の桜が，みごとな花をつける.これは30年余り前に浦iJ_J
新地区で植樹しその後徳友会を i干し心に手入れしてきたものである. 4月10日墳の土曜もしくは日曜日
の夕方， ?~t iJ_J新j並区の住民のうち約200人が参加して盛大に花見が行われる.徳友会が主体になって運営
し婦人会がこれを補助する.似の朔に提灯をつったり，カラオケの設備を備えたりする(写真6). 
i丑槌えが終了した 5月下旬の日曜日には日帰り!記:安会がある.男性6.500円，女性3，000円の会費負
担があるが， [_Rから 1人当たり 3，000円の補助がで、る.宇奈月温泉の旅館のパスが送迎してくれ，約
80人が参加する. 6月初旬には農業協同組合の職員が野外で、水稲の生育状況をみながら営農指導する
青田まわりがある.平日に行われるので 約20人の参加者のほとんどは女性である.また，このころ
には地区の仁iコ央部を横断するスーパー農道ぞし中ヲl.3kmにわたって，カンナが植え付けられる. 7月
写真5 富山県入善IITiflfUJ新i並区の公民館(J999年 3月)
imlJI新j也氏では1971年に!開場整備:q手業が終了した後，老朽化していた従来の
公民館を改築した.この公民館がコミュニティ活動の]つのrj:J，レとなってい
る
写真6 富山県入善ur?il山新地区の花見 (1997年 4月)
if山新地区の住民は黒部)1の堤前に桜を植え，それを育ててきた. 4月101ヨ
ヒ頁の花見は地区の重要な行事である(鬼!京六義氏撮影)
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に草刈り， 11月に芋掘りが行われる. 2斑ずつ 4つのグループに分けて分担しそれぞれの班長が世
話役となって相互に競い合ってカンナを育てる(写真7) .筒:自の作業には100人くらいが参加する.
7月3.1Elはネ1I明石:の祭礼で、j可祭と呼ばれる.この祭に近い日曜日に児童クラブと徳友会が共同で，
子供神輿を出すことになっている. 8つの班のそれぞれの中央部で，子供が口上を述べながら浦iJ_)新
地区全体を一巡する.子供には菓子が与えられる.その夜には盆踊 /t)が行われる.
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8 H 13 日の夕方にはこれも徳友会が中心になって，公民館前の広場でカラオケ大会がI~l] かれる. )j'[ 
き!もや生ビー ル， ヨーヨー釣りなどの夜応もよ1:，される. 8)~ 161::1は運動会が黒岩1)1のinj'J京に造成され
た運動場で、!日"]かれる.お盆で帰省した人々も)]1わり， 2 つのj主;ごとに 4 つのチームの対HLlìi~ となる.
王入，風船主IJり， リレー ， 100m競争，ジャンケン，綱引きなど， 子供から高齢者まで、参加で、きるよ
うに[夫されている(写真 8) .競技は午前仁1:1に終了するが，その後各チームごとに惣親会がIjr.]か
写真 7 ，';'，山 ~I?; 入品:!IIJïiIJ山羽d也氏のスーパ一民進行い 1のカンナ(1998:fj". 9 FJ) 
ilHll1 新地 i正の主化逆説jの i つとして、 1ïj:J'fJ也氏住民が!ft;i，~.をしてカンナを1'i!(
えている. ft民が4つのグループに分かれてお刀;し、に担当iNi)引を決め，競い
あってL、る(鬼Jj;C/;義氏撮影)
写真8 /]'，. LJ Yi1，入善I!Jil11新地区の述動会 (1995:q三8月)
黒部)1の河川敷に造成されたグラウンドで，お主主に帰省した人々も加えて述
動会が行われる (W，.J京六義氏iJ'&!i;)
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れ，相互の税113~がはかられる(写真 9 ) . 
10月にはiflrLJ新地区を含む!日新屋村と!日/H習戸村を学区とする黒東小学校下の体育大会が!?丹かれ，
り当てに応じて参加!する. 10月 15 1::]は 11111明社の秋祭で、ある.そして年末に役員で公民主í~ を掃除し，
12月20[:1には万雑割が行われる.万雑とは高・U-'.石川県の言葉で，集落の共通経費を指す.地区の 1
4三分の経費を計算し，当初の予定よりも不足した分を それぞれの家に割り振る作業で，役員と班
長，地区のすべての組織の責任者の総勢40人余りが集まる.午後 11寺から 2時間ほど協議し，その後
怒親会を行う. ir LL!新地区の主な行事は，近年の兼業の浸透を反映してほとんどが，日曜日か休日に
行われている.
1998年度のirl山新地区の収支決算によると 各家から賦課金として8.000円 このほかに共同募金
やiヤ学校や高等学校の後援会費，公民館の維持費などの負担金が7.450円徴収された.繰越金なども
含めて収入合計が38775円余りであった.これに対して， もっと大きな支出は役員の手当や公民館の
維持などの管理費であり，それに次ぐのが区の様々な活動の経費で、あった.また 消防分自や婦人
会，徳友会，福寿会，児童クラブなどの組織に，助成金が交付される.神社の祭礼費用や修繕費，役
員費用なども 12:の支出である(第 4表). 
出-2 主要な社会組織の活動
iï~rl11 新地区にはいくつかの社会組織や余III支組織がつくられ 農村の維持に重要な役割を果たしてい
る.入善町全体の国体の下部組織としての性格をもつものには，児童クラブ，消防分i主婦人会，福
寿会(老人会人体育協会，交通安全協会などがある.これらの中にはi可や!日i可村単位の行事のほか
に，集落独自の活動を行っている.また i甫1新地区独特の組織としては徳友会がある.これらの中
写真9 富山県入善nrmiU-1新地区の運動会後の懇毅会(1998年8月)
述動会はil山新地125:を 4つのグループに分けて対抗戦となるが，終了後それ
ぞれのグループごとに懇親会が開かれ，これが住民間士の良いコミュニケー
ションのj誌となっている(鬼原六義氏撮影).
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第 4表 笥iJl県入善IHTilUI新地区の収支決算iW(1998:(1三度)
Jlx. 入 支
Jil I~l F"J FJ{ ゴt1iN(IJ) JH !こi !人j 金額 (!'J)
!!iR ;~U~金 8.000flJ>く108戸 1.033.000 之A;J-13立止ー 山:1"，( 210.564 
13βOOFfJ x J3iヲ 事業活動yJ( 905.420 
補助金 1.333.856 k義:長助成 29.547 
納税!C]'誌組合 223.500 小学校 1"体育大会 127.650 
生産組合助成金 456.253 慰安会 525.450 
，関也、心y、A ム、Aム、 7主~I~主 417.500 逆説j会 124.723 
その他 236.603 花1}~l繋 iiili 16.210 
i~! tl.j;: 7.450円XI08戸 804β00 ~?~日前り日1)))& 50.000 
繰越金 535.361 子供子1ゆl助成 7.717 
その他 165.287 桜， t捺ilJ 6.441 
ぷi二ミ3、 3.872.104 グランド主計il 5.682 
交通安全議官会 12.000 
事務質 58.500 
告:J:m yJf: 945.1 47 
{又1しよι云Q_:干ー、さ~ 522.000 
水道・光熱望( 174.002 
公民主fi・墓地 249.145 
国体活動助成金 292.000 
?i引坊分1 36.000 
婦人会 45.000 
l~Æ~友会 45β00 
指奇会 45.000 
;132flクラブ 27.000 
交通安全協会 9.000 
その他 85.000 
j菱iHyJi 64.000 
負担金 782.250 
ネ1I社賞 137.51 J 
ぷi二h1 3.395.392 
(平成]1年度iHlL!新地区総会議案出:により作成)
で， (高山新地区のコミュニティ活動にとって重要な役割を果たしているのが 徳友会と婦人会である.
徳友会は1977年につくられたもので，すでに述べたように， 25歳から55歳まで、の既婚男性が参加し
ている親睦会であるが，様々な形で集落の運営を支えている.80人の会員のうち実際に活動している
のは40人くらいである.主要な行事は第 5表に示したものであるが，左義長，花見，子供ネ11輿・盆踊
り，カラオケ大会，運動会など，地区の主要行事を，主体的に支えている.このほかに 2月には家族
づれで糸魚川のシーサイドバレーへスキーにでかけ，3月下旬には春の環境整備として神明社の境内
のサザンカや黒部)1の堤防の桜の手入れ(写真10)，スーパー農道ぞいの空き缶拾いを行う. 6月に
は会員のみで一泊旅行に出かける.昨年は石川県の能登島にキス釣りに行き，帰りは金沢市の競馬場
に立ち寄った.夏の環境整備は，運動会のためのグランドの整備と周辺の草刈りである.ふれあいの
鍋は，余暇組織のかじかの会と共同で行われ，公民館でJl不十1-や焼きソパが準備され，地区の人々が交
第 5表 出1IUit入汗IITili111 新地収における徳友会と~:j}人会の活動 (j998年度)
j-J H (1提1-1) I 徳友会の1J:ijf.
1 ) JJ 511 (本・休1) I *左義長
j 811 (11) 
2 n J1 (11) 
8 1 (U) 
3 ) J2211 (11) 
4 )J3 H (余)
総会・新年寄会
ファミリースキー大会
守";{伝子f環境整備(サザンカと似の千人
tL， えじき (1i"1{il、)
*交通安全請すl会
1111 CtJ I勺と見
5 )J1711 (11) 
2411 (n) 
3111 (11) I ポーリング大会
6 )J比一j511 (!-.・ U) I XMIL1i)ji(1J: (キス釣 1)大会)
2J 1 UJ 
7 FJ26 [1 (一仁) 1*(1共和1f;I(J， 役目的 1')
8 J J9 1 (L!) I *庄の J~'l J~'日付m (グラウンド投1ll1i) 
1 1 (11) 
1311 (本・徐休み)Iキカラオケ大会
j 61J (11) Iネ述動会
j 1)J 1511 (11) I ふれあいの鍋
2211 (11) 
12)1 6 I! (1二1) I *冬季前環境吉伸Ii
2711 (11) 総会・忘年会
291] (火)
キmilJl$Ji" J也P:の行IJiと 3UITjのもの
婦人会の行事
総会・新年事会
it;lifj会
*花見
はちみつω;W'{'I会
l1Ei il"IfI!Jj文
Ji:i:J安会(小JliJIUi)
*公氏自fiIJ引拡
! ，~け花誹門会
*i主出j会
げを品IrlJj}( 
*公民主'1;大{#}I~~t 
f七け花議官会
(‘ド J&IO"j'. 1立 iílìlllfJíM\友会総会資料およびiílìlJj 新 ~ili 人会総会資料、と mJ き取りによ!]作成)
写真10 富山県入 ~tfIIT ?ili 11新地区の徳友会による春季環境整備(l999ij三3月)
25設から55絞までの既婚男性が参加している徳友会の行事の]つに春の環境
整備があり，黒部JIの土手の桜の手入れを行なっている
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流するよし 1機会となっている.
婦人会はかつてはほとんどの家から l人は参加しており，会員が60;設になると嫁と交代するという
状況であったが，夜の会合が多く家族の協力がないと活動しにくし巾百もあった，最近は若い年代で婦
人会に入らない人がI控えてきた.現在の会員は4I人で， 30歳代前半から60絞までが参加している.婦
人会は入善IlTJ長業協同組合婦人部を兼ねている.婦人会も花見や運動会，公弐自'1¥(大掃除など， Jをほの
主要行事において重要な役割を果たしている.このほかに 2月初旬の1:IljIl日の法話会で、は，朝日Irj'の
住職を招いてお経をあげてもらい，説教をliFJく.年に 1~ 2 }支講習会を行つが，昨年は峰蜜について
のものであった.廃品回収は春と秋の 2rm:実施している. さらにお盆と正月のために年 2IfIの生け花
講習会を実施している. 6月には日帰りで慰安旅行にでかけることにしている.
dltLJ新地区の福寿会は60歳以上の人が任意に加入する自体であるが，約130人の会員がし 1る.ただ
し 85歳以 i二の高齢者や病気療養者で、現実に活動で、きない会員が40人ほどいる.活動は大きく ( 1 ) 
社会奉仕活動と(2 )健康増進i主)J， (3)教養活動に分かれている.社会奉仕活動として環境美化
運動に参加し，公民館や神社の掃，花壇づくりを行っている.健康増進のために歩こう会へ参加し
たV)，ゲートボールやウオークベースボールを行ったりしている.最後の教養活動として健康に関す
る講演会，交通安全教室 IT会議員やIlJ長の報告会に参加している.そのほか物"没者追悼法要や日帰
り旅行などを行っている.
これまで述べた組織のほかに，浦山新地区にはいくつかの余1I1~~:11織がある.その l つはかじかの会
で， 35歳くらいから77歳までの約130人が会員になっている.行事としては 2月とJ月にふれあいの
鍋をおこない，飲食をしながら親1主をはかっている. また， J 0 FJI~' 'I3]には1=帰り旅行を行う.二一l-:Z工
日会は毎月 25 日の午後 711寺頃から 1011寺頃まで，公民館に集まってカラオケをする会で，主~こ男性30人
ほどが参加する. また，みどりの会とふじの会といっ大正琴のグループもあり，それぞれ日人と 9人
の会員がおり，月に 2liljJIj々に公民館で練習している.
ν コミュニティ活動と持続的農村
入善IlT浦J-I新地区で、は1971年に!習場整備事業が完了し，これを契機に稲作が省力化され，それまで
の稲作とチューリップ球根栽培や酪農を複合的に組み合わせる農業や稲作と日濯や出稼といった臨時
的賃労働を組み合わせる就業状態が，恒常的勤務と稲作を組み合わせる就業に急速に転換した.折か
らのモータ J)ゼーションの進行と農村地域における工業化によって，通勤兼業が可能になった.これ
によって，農村に定着しながら，経済的に安定した生活が実現した.経営主世代は農業機械を装備
しそれを活用して稲作を継続し，学校教育を終えた次世代は親元に戻り，そこから通勤するという
状況が普通にみられるようになった.
しかし， 1990年代に入って通勤兼業を継続してきた世代が高齢化し，農業から撤退する傾向が顕著
になったが，他方では，これまで農業にほとんとご携わってこなかった次世代が親世代に代わって農業
を継承する動きはみられない.それが近年の非農家の増加となっている.これに対して，浦J_J新地区
では国や県の補助を得て，稲の育菌施設や農業機械を導入し，営農組合が農作業を肩代わりするとい
~7 
う形で対処しようとしている.営農組合は構成組合員などからみて集活そのものではないが，集落と
密按な関連をもって運営されている.稲の ï]~の供給，稲作作業の受託，そして野菜の無人販売などを
通じて，炭業の継続という加では，今後重要な役割を果たしていくものと考えられる.
また， i Fl~ 山新地!玄ではすでにみたように様々な組織や団体によって，密度の濃いコミュニティ活動
が行われており，これらの機会を通した交流によって 住民の間に強い結束力やまとまりが生じてい
る.このことが， ]つは社会的・文化的iWJ郊で、住民の生活を充実させるとともに，環境の保全，環境
の質の向上の動きとなっている. )=IJ排水路の清掃，黒部)1堤防の桜の育成，道路沿いのカンナの栽培
などが，その例である.
黒部)1扇状地の農村のコミュニティ活動にについては すでに入善IlTの古黒部地区と春日地区の例
について報告したが(田林， 1994b， 1996)，これらと比較して浦山新地区の特徴を検討してみよう
(第 6表)• まず， 3つの農村の現況をみると，浦iJ-1新地区は1997年末の人口が483で，世帝数が111
であり， 1995年のj農業センサスによると農家数は82戸，J長地面積は約120haであり，黒部JI扇状地の
農業集落としては規模の大きな部鎖に入る.古黒部地区は規模からみて浦U-I新地区とほとんど向じで
ある.春日地区は人口や世;許からみて前二者の 6割程度， j業家や農地面積では半分程度の集落である
第 6表 富山県虫剤¥)1扇状地における 3つの農村の性栴
農村の性格と地域的条件 ilflLJ新地r><: 古黒~~líJ也!玄 春日地i亙
誌や!の状況 (人1 (1997年) 483人 475人 300人
世帯数(1997年) llUit千百: J171止;す 73-1主部:
農家戸数 (1995ijミ) 82戸 89戸 46戸
農地問積(J95:fj三) 1l9.8ha 115.2ha 60.5ha 
経農村済の的環境討的会的 I環農境地保の基全盤の整:i?備勢 1964 … 71 if随IjJ}j ~\r1jlH 大iEW]に耕地整理 1971-75年i盟場整備熱心 ゴ I='tt~. に熱心 普通ーー曲・ーー四世田』ーー一ー一一一一ー ーー 四ー-----世--------_----ー一ーー -----ーー -ー-11~控 農業 水稲lf.1'je: 水午前単作 水稲単1'1"
農外就業 通勤兼業 通勤兼業 通勤兼業
経:斉状?)e 良好 良好 良好
社会組織 多い 非常に多い 少ない
コミュニティ j舌動 活発 非常に活発 不活発
集落レベルで、の持続性 高い やや高い 普通
自然1'1']条件 l 腕 (t7~ 高) 原in~i 吉1\ (l00-120m) 扇端部 (0-20m) 扇端部 (0-15m)
土壌 砂土 砂j二 砂壌ゴニ
一fl~'~さiさj 多い 少ない 少ない
洪水の危険度 i 高い ， i高い i低いi告示1']一条fLJ--ーr逗元日、雨時ー ー-Eml-b-ーー -ー-一世一ーーーーーロ¥;¥ー同---時------1託L;一ー
兼業機会 i多い i多い i多い
農地の生産性 I il~ ぃ i低い iやや高い
ー}話泌j占弘:丞途i}h，1ti同:
出J稼蒙の伝統 i有り i有り (抑漁、業もあり)I ;ギ有f害り
歴史 1~i<:J 条件 集落の}包括l 17世紀初めの新El3 117世紀初めの新El3 1 16世紀には成立
対岸の浦山が母:村 1 J詞辺から入植 i 起源は不1'!J3
昭和初期;まで 1~f.Ji{î
(田林 I~~ (1991， 194， 1996， 199)により作}主)
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が，それでも全体の平均よりは大きな集落といえよう.
農村の持続性は環境的基盤と経済的基態，社会的・文化的基盤の三者の総合的な充実とし寸側面か
ら捉えることができる.そこでまず，環境的基盤について検討すると， ;fll1j新地区と春日地区では
]970年代にIrH場絵iJlji事業が実施され，農地基盤の主主iJlaが進んでいる J民地も含めた環境の整備につい
ては，;m LLi新地 i乏で、は {í&~友会や区の環境美化運動にみられるように，かなり熱心に取りおi んでいる.
日地区でもri<:ゃ八起会の活動があるが ilJ山新地区ほどではない.古黒部地区ではi明治末期の小)1
の?Jt;j((こよって流失した農地の復興卒業として 大正W1から昭和初HJjにかけて耕地盤理事業が行われ
た. しかし，現在の基準からすると耕地区画は狭小で，農道や用水路は未整備で かつ個々の農家の
耕作地は分散しており 機械化農業に対応できない.古黒部地区では集落独自で、土地改良区を組織
し集落住氏が農地基按の維持管理に大きな労力を十i_:ぎ，環境の保全に熱心に取り組んできた.経済
Ij~ljls能はし寸-"iLの集活においても水稲 ìqi作と恒常的;通勤兼業から安定した高い収入を得ている.社会
的・経済的基盤については，区の活動内容や様々な社会走I~ば:哉の活動からみて，古黒部地区が最も充実
しており， dl~ 山新地区がこれに次ぎ，春日地区ではそれほどではない.
これらのことから，集落の範囲内でみれば?l1LLJ 新地区と古黒部地包は持続性が高く，春日地[~:は相
対的に低いということになる.古黒部地区と ím Llーは~Jd也区を比較すると 前者のコミュニティ活動の活
発さは，農地基盤の)j危弱さが大きくかかわっており，その点ではすでに土地基盤の整備が終了し，そ
れでも{衣然としてコミュニティの活力カサミわれていない ii l1 UJ弱r:t也区の方カ三相対的に品f~;主 1~I <:J tt格カf強
いといえよう.春日地区では集落の範囲でみると活力が低いようにみえるが この地区には!日)UT村や
入善町，あるいは近隣市町村の範囲で、活発に活動している住民がおり，必ずしも人間活動が低調とい
う意味ではない.ただ，この報告では日本の農村地域の基従単位として重要な集落を 1:こi心に考察して
いるので，このような結果がでたということである.
いずれにしろ，黒部)11 扇 ;1犬地で、は j重IJJ~整備事業以降それぞれの集落内でのコミュニティ活動が不j舌
発になり，人間関係が希薄になる傾向がみられるが， di~ UJ新地区ではどうして住民のまとまりがよ
く，コミュニティの活力が持続しているのであろうか.このことを考察するために，第6表にはそれ
ぞれの地区の地域的条件を列挙した.浦山新地区は黒部JI扇状地の扇頂部に位置し，標高は100m前
後で積雪も多い. 17世紀の初めに黒部)1のiJ道変動にともなって母:村から分離されたという歴史が物
語るように洪水の危険度が大きく，二!こも砂質でもともと生産性の低い地域であった.古黒部地区
は海岸から標高20mの等高線のところまで広がり， 17世紀初めの黒部)11 の ií~T道の変動以前の íi可道を 1:jf.1
拓したものであり ここも砂地で、生産性は低かった.黒部J1とともに小}Iの洪水の危険にもさらされ
てきた.ただし，積雪量は多くない.これらに対して春日地区では，古い家は微高地上に立地し，洪
水の危険度は低く，土壌も相対的に肥沃であった.扇状地の末端で海岸に面しているということか
ら，積雪量は少ない.このようなことから， 3つの農村の中では春日地区は最も自然条件に恵まれ，
ilJUJ新地区は最も恵まれなかったと判断できる.
経済的機会に関しては， もともと古黒部地区と春日地区は，入善ゃれきの市街地に近く，匡i道 8号線
が通り，鉄道の!択に近いという利点があった. íï~J UJ新地i互に近い舟見や浦UJの市街地の規模は小さ
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かった. しかし，モータリゼーションの浸透により 三者の経済機会には大きな差がなくなり，いず
れも通勤兼業機会を享受できるようになった. 自然条件の厳しさを反映してか， ?fl LJ新地症と古黒部
地区で、は大地主が存在し，第2次世界大戦前はその影響を強く受けていた.冬季にはいずれの集落も
労働の機会と収入の機会が限られ， ，lj~1 稼が~~~んで、あった.特に dHLLI新地区で、は黒部)11 の護岸工事で蓄
積された土木技術の伝統が， ，LB稼を支えていた. !定史的にはdl'i山新地区と古黒部地区は新i召集落で，
春日地区はそれらよりもやや古いという速いがあった. ?r!'iUJ新地i玄で、は昭和初期に至るまで，黒部)1
沿いの荒地を共同で，'}l日正iしていた.このようにしてみると 経済的条件や社会的条件についても春日
地区は恵まれていたといえよう.地域条件の怒さが住民の結束の強さを生み出し，それが農村コミュ
ニティの活力に通じていると考えることができな
いだろうか.
かつて矢ケ崎孝雄(1968) は，入善IHTの公民館
活動が極めて活発であることは，住民の強しiJ主;出:
!惑のためであるとし，その自然的・社会的条刊二と
して，まず黒部)1の治水・手IJ水をあげている.黒
部)1扇状地を形成した荒れ)1をi1ilj御し，用水路を
建設し維持することには，農民の団結精子1と連帯
意識が必要であった.第2には黒部)1扇状地右岸
地1或の隔絶性をあげている.右j苧地j或は黒部)1と
L iと海に閉まれ，他と隔秘されており，これが地
域内の一体性を高めた.第 3 は新!壬lm~3Èであり，
村氏が協力して開発を進めたことが共同体制の強
I~I さを生み出した.第 4 は生産性の低さと出稼の
伝統である.水田の生産位二が低いため，出稼に
よって収入をあげ、るという伝統ができた. しかも
この出稼がトンネル掘りという専門技W"fによるも
ので，それはもともと黒部)1の治水事業によって
培われたものであった.近縁者をさそいあうこと
によって出稼が行われたことからも，農民の'=1二1に
連事意識が多分に醸成された.このようにしてみ
ると，黒部)1扇状地の仁j二iでも，浦山新地i豆は上記
の諸点に最も合致した条件をもっ地域であること
がわかる.
以上の状況を踏まえて，近年の農村変化を模式
化したのが第 2留である. 1理場整備事業が実施さ
れる以前のJ960年代にはし寸Jれの集落でも，農業
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( 
!皇i笠斗i
Ilol()li I 
'JXν、V I 
、-
1990年代
@ 農業主体量産家
0 兼業農家
× 非E皇家
勿易担都市{ヒ地域
?ィ????????、???????? ???」 」???、???? ?
水害常豊聖地域
第 2図 黒部JlI扇状地における農村コミュニティ
の変化模式
??「 ?
を:重視する生活が営まれ，集法ごとの住民の結びつきは強く， I~I らの土地や環境資源をト分に活用す
ることによって生活ーを成り立たせていた. ところが，悶場整備事業を契機に，集落内で、の生活の空洞
化傾向がみられ，住民同士の結びつきが希薄になる集落がUjjJ~ してきた.この傾向は， 1990年代に
なって農業労働力の高齢化・女性化が深刻化し， 'I~Uß'I~I/0勤務が定着することによって，ますます強く
なり，なかには集落というまとまりすら訪日哀したと思えるような例も出てきた. ?il iJJ新地区はすでに
述べたように， もともと水害常襲地帯であり，中心地からの隔絶性の程度が高く，新EI集落で、昭和初
期まで荒地1m墾が進められ， しかも生産Itが低いために出稼が践んで、あったころから，住民は強し 3連
情意識を持っていた. このことが，現在にいたるコミュニティの活力の条符ことなっており，黒部)1扇
状地のなかでは持続的農村に極めて近い性格を生じさせたと考えられる.
V むすび
この報告では，入善Il!Tirli山新地区におけるコミュニティ活動の分析を通して，農村の持続性を検討
した.黒部)1扇状地の農業と農村は]970iftl~î までは伝統的な性格を強く残していたが，その後急速に
変化した.水I平の上昇，水稲単作化の進行，機械化の進展，兼業の浸透，そして農業労働力の高齢
化・女性化などが，変化の王要な要素であった. 1980年代までの黒部)1扇状地の農村は，確かに稲作
を I~こi 心とし，兼業農家と女性労働力によって支えられていた. しかし，これが1990年代になって状況
が違ってきた.農家数が大きく減少してしまったので，これ以上兼業農家率が高くならず，機械の普
及も飽和状態になってしまった.高齢化はますます進み，今や60歳代後半から70歳代の農業就業人口
が農業を支えるよつになった.その'-i=Jには，非農業的就業を停年退職した人々も多く含まれている.
1970年代には農業の女性依存の程度がピークに達したが，農業労働力の高齢化につれて，男性の比率
が相対的に上がっている.
iï~i 山新地区の事例ではここ 30年ほどに農業と農村が大きく変化した. 1960年代から男性労働力のか
なりの部分はすでに農外就業に従事していたが， 1習場整備事業の完了と稲作の省力化によってそれが
一層加速化され，そして女性がますます農業労働力として重要な地位を i主めるようになった. しか
し今度はその女性労働力が大量に農村工業などに吸収され，農業自体が大きく変質していった.さ
らに1990年代から農業就業者の高齢化が著しくなり，脱農化傾向がみられるようになってきた.これ
を肩代わりするものとして，あらせ野農組合が設立され，主要農作業を請け負うようになり，農業
の継続性がIzlられつつある.一方，浦山新地区で、はコミュニティ活動は活発で，これを通して，農村
の社会的・文化的活力は保持され， また環境の質が維持されている.すでに報告した黒部)1扇状地の
他の農村と比較すると， i~i iJ_J新地区は総合的に最も持続的農村に近い性格をもっていると考えられ
る. しかしもともと自然、条件は厳しく，経済機会に恵まれず，社会的にも条件のよい地霞ではな
かった.逆に，その条件の悪さが伝統的な住民間の連帯意識の強さやまとまりのよさを生みだし，そ
れが持続性の実現につながっていったと考えられる.矢ケ I1奇が指摘したように，住民の連帯意識は，
( 1 )黒部)1の治水・利水， (2)右岸地域の隔絶性， (3)新田開発， (4)低生産性と出稼の伝統
等の条件を通して培われてきたと考えられる.
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li)r究をわうにあたって，長谷友義医長と鬼ji{六義あらせ日!}営農組合長をはじめとする入持IITili山新地i叉の H々
にお IIJ;ii~' になった.先Ii;f六義氏には多くの 'T]:~真を提供していただいた.東京都立大学大学院菊地俊夫助教段から
は武主な日I})iテ;をいただいた.現地調1tと字li告のとりまとめにあたって，平成 9・10・1年度科学研究'!:-I1fil助金i1il;:
般仰1:究 (C) (2) r~守続 1'i<)Jlti:;J システムのJI訂正におけるム:tl:の役告IJ に!期する地理H'芋 (I'j研究J (代表訴 I林 iりJ，
課題詐サ09680152) による研究官の出;を使j日した.なお この報告の骨子については， 1 999il:. 7月にカナダの
サイモンフレーザ一大ヴ:でIHJiじされたlil原地型H学述介J守統的JPkt:Jシステム{iJf'Jt委員会の!ヨq1努シンポジュウムにお
いて発表した.
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Role of C0111111Unity ~Activities in Sustaining Rural Areas: 
A Case of a Rice-growing Village 
on the Kurobe Alluvial Fan in Central Japan 
Aki ra TABA Y ASHI 
Rural areas and agriculture in ]apan have changed c1rastically follo¥ving the rapid economic 
c1evelopment occllrrecl in the 1960s ancl 1970s. Part-time farminど hasintroclllced many elements 
of city life to the cOllntrysicle. 1nclividllalism ancl materialism have become poplllar in toclay's 
rllral areas. The traditional characteristics of ]apanese rllral communities， based on a fOl・mof 
commllnal organization， are rapiclly c1isappearin.(.;. 1-¥s a reslllt many rural villages have lost 
theil必 viablesocial base， inclispensable for maintaining sustainability. This paper attempts to 
c1iscuss recent changes in rllral ]apan ancl the role of community activities to create 
sustainable rural villa日es
The stlcly area， Urayamashin is a rice-growing village on the Kllrobe alluvial fan in central 
]apan [acin只 the]apan Sea. 1n December 1997， village households and the population of 
Urayam21shin nllmbered 111 ancl 483， respectively. 1-¥ccorclin立 tothe 1995 1-¥gricllltural Census 
the number o[ f21rm householcls w21s 84 of which only six were fllトtimeoper21tions. The rest 
were p21rt-time farmers whose income was c1eri vecl m21inly from off-f21rm jobs. U r21yamashin， 
10c21tecl in the most llpstream 21rea o[ the 21luvi21l fan， ¥"'21S originally a part of a village on 
the other side of the present river， 21nd it was separated by the present m21in stream of the 
KUl組。bewhich moved westw21rd in 1610. Since then Urayamelshin 1日ISlong sufferecl fr011 the 
fl oocl 
Labor intensive farming mainly based on m21nl21l l21bor ancl traditional way of life was 
dominant in U raY21mashin Ip to the be日inningof the 1960s. Irrigation ditches 21nd fal・m roads 
r::') :)J 
were narrmv ancl complicateclly organizecl. Similarly， fielcls were narrow ancl irre只ular in 
shape. Due to the prefecture governl1ent.supportecl lancl improvemenL work Lhat was carriecl 
ouL between 1964 ancl 1971 rice farmin日 becal1emechaniχecl ancl farmers' ¥.vorking hours were 
reclucecl. ivfost farl1ers coulcl seelく off.farl1jobs. Tulip bulbs were grovn1 in the winter primarily 
Lo provicle work for the seasonally unel1ployecl farm laborers. As lancl consoliclation enablecl 
off.[arm work to be unclertaken， l1any [arl1ers abanclonecl bulb cultivation. Many farmers in 
Urayal1ashin consiclerecl clairy farming as an important supplement21ry activity to rice 
cultivation. However， 110st of them stoppecl c1airyin日 by 1974， 21s farmers sou日htnon.f21rm 
employl1ent. Part-time farmers increasecl clrastic21lly in the 1970s. Then a number of f21rmers 
stop [21rming in the encl of the 1980s 21ncl the 1990s althou立hthey have f21rm l21ncl. Qper21tors 
ancl thei l'wi ves who startecl part・time[arm in立 in1970s立1'0¥-¥'olcler ancl it is time for thCl1 to 
stop farming， but many o[ thcir sons 01' clau日htcrsc10 not want to take over thei l' parents' 
operations. The miclclle of Lhe 1990s can be saicl as an important turnin日 pointof [arming in 
this villa宮e
ln this situ21tion 21 new COl1l1on f21cility was built in 1996 supportecl by the national 21ncl 
pre[ectur21l governl1enLs ancl a farmer's日i喝oupnamecl Arase1ωFω'mers' A ssooαl1:on was organizecl 
in the village. This facility supplies rice seeclling for 75 hectarcs of paclcly fielcl， keeps tractors， 
rice planters ancl harvesters to serve for 23 hectares of paclcly fielcls in place of part.time 
farmers 01' a宮町1[armers in Urayamashin 
Divesifiecl rural economic activities have lecl to the vveakenecl soliclarity of rural commllnities 
in Japan although these places have become economically well-off. Improvecl irrigation systems 
21ncl farm roacls h21ve recllcecl the neecl for rural villagers to p21rticipate in l121ncl21tory COl1munal 
¥.vork. Similar to llrbanites， villagers be立an to act indiviclually. The provision of modern 
facilities ancl infrastructure does not always leacl to sustain21ble communities. Many rural 
coml1unities on the 1くurobeallllvial fan are likely to lose their viability once land inprovement 
work has occurred ancl the numbel・o[partぺime[armers has increased. However， in Urayamashin 
various organizations ancl activities for managing rural society stil keep 110re active than in 
l1any other villages. 
Many community activities sllch as a ne¥v year's party， Shinto festivals helcl in spring， 
sUl1mer and fall， cleaning of irrigation channels and local roads， a cherry.blossom party， 
planting flowers along the main street， Kαraolze festival ancl athletic meeting in the 
micl.sllmmer present 21 lively appearance in this village. 
Two social grollps play especially important roles in keeping the commllnity of Urayamashin 
active. The one is Tol?Uyu.-/?αi oFganizecl by abollt 80 married men from 25 to 55 years of age， 
ancl the other is ]7'u.yin-/?αi organizecl by about 40 married women from 30 to 50 years o[ age 
The main objective of the grollps is to promote mutual frienclship through party， traveling， 
and stuclying. They also promote village festivals， stJ噂eetand canal cleaning， and variolls 
activities of the village ancl other groups such as chilclren's ancl senior people's associations 
Urayamashin has goocl communication among members， sufficient cllltural and recreational 
activities， young and flexible leaclers inclllding [emales， ancl the people's willingness to give 
serious consideration [01' the futllre of their commllnity. Population o[ this commllnity has 
been increasing slightly， ancl there are a goocl number o[ resiclents [rom thirty to forty years 
olcl. They willing to attend the community activities ancl enjoy themselves. They are always in 
54 
perfect union. Stable off-farm jobs anc1 labor extensive mechanizec1 rice growing realize their 
high stanc1arc1 of living in this vi11a立e. They are al ways conscious of the preservation of 
their environments ancl lanclscapes. 
Urayamashin located just besicle the Kllrobe rivel・ oftensufferec1 from severe f100cls before 
lヘlorlc1¥ヘiar1. The villa只ers¥ヘ'erepoor， but they always mac1e efforts to retllrn to the former 
conc1itions 21nc1 to improve Lheir st21nclarcl of livin，(5 by closely co-operating. This historical back 
日rOllnclin association vvith the physic21l environment may be import21nt factors to keeIコthis
village vit21l ancl to realiχe it sustain21ble cOl1lparin日withother villages on the Kurobe allllvial 
[21n. ExcepL for a few villages like UraY21m21shin， l1lany have lost the stron日llniLyof coml1l11nities， 
¥vhich leacls to u nsuslai nable rural socieLies 
